
 令和３年度 第４回玉垣小学校学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時 令和３年１２月９日（木）１６：００～１７：１５ 

 

２ 場 所 図書室 

 

３ あいさつ（委員長） 

・ 新型コロナウイルスのオミクロン株が出てきたが，今までどおり対策をとっていく。 

・ 第２次世界大戦から８０年である。「自分だけで良い」と思うのではなく，他人を 

思いやるような教育をしていきたい。 

 

４ 報告事項（学校長） 

（１）学校でも引き続き，感染対策を行っていく。 

（２）２学期の学習活動の概要について「学校だより」から紹介 

・ 運動会（１１月２日（火）） 

感染症対策のため，表現運動を断念した。 

・ 修学旅行（１１月１１日（木）・１２日（金）） 

概ね天気が良く，体調を崩す児童もほとんどなく，楽しく過ごしていた。 

・ 奉仕活動（１１月２３日（火）） 

当初役員だけで実施予定だったが，ボランティアの参加が多数あった。また，別日に

地域の有志ボランティアの方々が，二宮金次郎像の周りの伐採をしてくれた。 

・ 授業参観（１１月３０日（火）） 

   地区割の三部制で実施した。感染状況が好転してきたため，急遽参観可能人数を児

童１人につき２人までに拡大した。直前の変更だったが，保護者に子どもたちの成

長を参観してほしかった。 

（３）学校アンケートを実施している。次回の運営協議会で評価をお願いしたい。 

（４）人権週間について 

 ・ 本校では人権総合学習で取り組んできた内容を，例年人権集会で発表していたが，

コロナ禍により難しくなった。代替として学年ごとに「人権週間」を設け，密にな

らないように工夫しながら，廊下などを利用して実施している。 

・ 学習／発表内容 １年生：「玉垣レインボー」（多様性について） 

２年生：「すてき☆はっけん 玉がき」 

３年生：「玉垣のええところ～自分のできることを考えよう～」 

４年生：福祉体験 

５年生：多文化共生 

６年生：（発表内容を検討中） 

（５）卒業式 

 ・ ３月１８日（金）に実施する。保護者は２名まで。来賓は昨年度同様，学校運営協

議会委員とＰＴＡ役員を中心に，最少人数とする。 

 ・ 在校生については，新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて，５年生の出席に



ついて検討する。 

 ・ 感染症対策は換気の徹底とマスク着用。なるべく時間も短めに計画する。 

 

３ 協議事項 

（１）家庭学習について 

・ 全国学力・学習状況調査の結果によると，本校の状況は，①家庭で計画を立てて勉 

強しているか，②家庭での学習時間，③土・日の塾などでの学習時間，④読書時間に

ついて，すべて県・国よりも下回り，学習や読書の時間が短い。一方，ゲーム時間は

長い。 

・ 学校としては，家庭学習調査を年３回実施し，子どもたちが目標を設定して家庭学

習を計画的に行う取組を実施している。 

・ 子どもにとって，ゲームに代わる楽しみが持てるように働きかけられるとよい。 

  家庭学習も楽しさを感じたり，認められる機会が増えたりするように工夫したい。 

・ 家庭学習の時間や読書量が少ないことや，ゲームの時間が長いことは，１０年くら

い続く鈴鹿市の傾向。新聞を購読している家庭も減少しており，小さいころから活

字に触れる機会が少ない子もいる。長期戦で取り組んでいきたい。 

 

（２）卒業式について 

 ・ 在校生との呼びかけが印象的。在校生に送られてこそ，卒業生も実感がわくだろう

と思うので，なるべく５年生は参加させたい。 

 ・ 一方，新型コロナウイルスの感染状況によっては，人数制限もやむを得ない。 

   本校は大規模校なので，６年生児童とその保護者，５年生が入ると大人数になる。 

   時期的に換気もしにくいが，マスク着用を徹底し，密にならない対策をとる必要が

ある。 

 

（３）その他 

 ・ 群馬県で下校中の小学生が包丁を持った少年に襲われる事件があった。本校は見守

り隊の方が登下校を見守ってくれている。今後も連携していく必要がある。 

 ・ 学校における不審者対応訓練も含め，教育委員会と相談しながら対策を進めてもら

いたい。 

 ・ お茶うがいについては，今年も寄贈していただいた。感染症対策もふまえた実施方

法を検討中である。 

 ・ マラソン大会は実施していないが，体育で「タイムランニング」に取り組んでいる。 

 ・ トイレの足型貼りを継続していきたい。 

 ・ 来年度の土曜日の教育活動については，地域のスポーツ推進委員やＰＴＡと相談し

ながら計画していきたい。 

 

４ 鈴鹿市教育委員会より 

 ・ 読書時間が短い，家庭学習時間が短い，テレビ・ゲーム・インターネットの時間が

長いという課題には，長期的な取組が必要である。 


